
直径約0.27ｍ、深さ0.12ｍ、ピット3は直径約0.40ｍ、深さ0.20ｍ、ピット4は

東西0.39ｍ、南北0.55ｍ、深さ0.22ｍ、ピット5は東西0.55ｍ、南北0.80ｍ、

深さ0.34ｍ、ピット6は直径約0.27ｍ、深さ0.13ｍを測り、埋土はいずれも5Y

3/2オリーブ黒色粘質土である。

遺物はピット1から土師器、ピット2から土師質土器、製塩土器、ピット3か

ら土師器、ピット4から土師質土器、製塩土器、ピット5から土師器、黒色土器、

土師質土器、ピット6から土師器、土師質土器が出土した。いずれも中世期の

遺構と思われる。

直径約0.27ｍ、深さ0.12ｍ、ピット3は直径約0.40ｍ、深さ0.20ｍ、ピット4は

東西0.39ｍ、南北0.55ｍ、深さ0.22ｍ、ピット5は東西0.55ｍ、南北0.80ｍ、

深さ0.34ｍ、ピット6は直径約0.27ｍ、深さ0.13ｍを測り、埋土はいずれも5Y

3/2オリーブ黒色粘質土である。

遺物はピット1から土師器、ピット2から土師質土器、製塩土器、ピット3か

ら土師器、ピット4から土師質土器、製塩土器、ピット5から土師器、黒色土器、

土師質土器、ピット6から土師器、土師質土器が出土した。いずれも中世期の

遺構と思われる。
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第４節 鳥取南遺跡

鳥取南遺跡は、昭和63(1988)年度

に阪南町教育委員会(当時)が実施し

た埋蔵文化財分布調査によって発見

された遺跡である。既往の調査では、

弥生時代後期から中世期にかけての

土坑、溝等の遺構や遺物が検出され

ている。

(１)17－１区（第45～48図）

調査区は鳥取南遺跡の中央部に位

置する。調査区内に2.1ｍ×1.1ｍの

トレンチを設定し、調査を行った。

基本層序は第1層耕作土、第2層床

土、第3層2.5Y7/3浅黄色粘質土(マン

ガン混)、第4層2.5Y6/1黄灰色粘質土、

第5層10YR6/4にぶい黄橙色粘質土(マ

ンガン混)、第6層10YR6/4にぶい黄橙

色礫混粘質土で、第5層以下は地山で

ある。地山は地表面から約－0.40ｍ

で検出した。

遺物は第3層から須恵器、土師質土

器、近世瓦、第4層から土師質土器を

検出した。第3層は近世期、第4層は

中世期の層と思われる。1は第3層出

土の奈良時代の須恵器坏身。

遺構は検出されなかった。

第４節 鳥取南遺跡

鳥取南遺跡は、昭和63(1988)年度

に阪南町教育委員会(当時)が実施し

た埋蔵文化財分布調査によって発見

された遺跡である。既往の調査では、

弥生時代後期から中世期にかけての

土坑、溝等の遺構や遺物が検出され

ている。

(１)17－１区（第45～48図）

調査区は鳥取南遺跡の中央部に位

置する。調査区内に2.1ｍ×1.1ｍの

トレンチを設定し、調査を行った。

基本層序は第1層耕作土、第2層床

土、第3層2.5Y7/3浅黄色粘質土(マン

ガン混)、第4層2.5Y6/1黄灰色粘質土、

第5層10YR6/4にぶい黄橙色粘質土(マ

ンガン混)、第6層10YR6/4にぶい黄橙

色礫混粘質土で、第5層以下は地山で

ある。地山は地表面から約－0.40ｍ

で検出した。

遺物は第3層から須恵器、土師質土

器、近世瓦、第4層から土師質土器を

検出した。第3層は近世期、第4層は

中世期の層と思われる。1は第3層出

土の奈良時代の須恵器坏身。

遺構は検出されなかった。
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第45図 鳥取南遺跡 調査区位置図第45図 鳥取南遺跡 調査区位置図

第46図 鳥取南遺跡17-１区 トレンチ位置図第46図 鳥取南遺跡17-１区 トレンチ位置図

第47図 鳥取南遺跡17-１区 トレンチ北側断面図第47図 鳥取南遺跡17-１区 トレンチ北側断面図

第48図 鳥取南遺跡17-１区 出土遺物第48図 鳥取南遺跡17-１区 出土遺物



第５節 向出遺跡

向出遺跡は、阪南市の東部を流れる男里川の支流である山中川と菟砥川に挟

まれた河岸段丘とその氾濫原に位置する。昭和62(1987)年度に阪南町教育委員

会(当時)が行った埋蔵文化財分布調査によって発見された。遺跡は東西約300

ｍ、南北約500ｍと阪南市内では比較的大きい。遺跡の北部は調査件数が少な

いため詳細は不明であるが、中央部で行った00－2区と06－1区の調査では、古

墳時代中期の竪穴住居が各1棟確認された。南部では、平成9年に(財)大阪府文

化財調査研究センター(当時)が行った国道26号線(第2阪和国道)延長工事に先

立つ事前調査で、縄文時代後期から晩期の西日本最大級の土坑墓群が検出され

ている。また、遺跡の南部からは中世瓦が出土しているものの、寺院等に関連

する遺構は現在のところ確認されていない。

(１)16－２区（第49～51図）

調査区は向出遺跡の中央部に位

置する。調査区内に2ヶ所のトレン

チを設定し、全体で12.50㎡の調査

を行った。

基本層序は第1層耕作土、第 2層

10YR6/2灰黄褐色砂質土、第3層2.5

Y5/3黄褐色砂質土、第4層2.5Y4/4

オリーブ褐 色 風 化 礫 混 土 、第 5層

2.5Y4/2暗灰黄色礫混土、第6層7.5

Y5/1灰色風化礫混粘土で、第5層以

下は地山である。地山は地表面よ

り1トレンチでは－0.70ｍ、2トレ

ンチでは約－0.45ｍで検出した。

遺物は第2層から土師質土器、瓦

器、瓦質土器、青磁、焼締陶器、

陶器、中世瓦、第3層から土師質土

器、瓦器、瓦質土器、焼締陶器、

中世瓦、第4層から土師質土器、瓦

器、中世瓦が出土した。第2層は近

世期、第3・4層は中世期の層と思

われる。

遺構は1トレンチの地山面で落ち

第５節 向出遺跡

向出遺跡は、阪南市の東部を流れる男里川の支流である山中川と菟砥川に挟

まれた河岸段丘とその氾濫原に位置する。昭和62(1987)年度に阪南町教育委員

会(当時)が行った埋蔵文化財分布調査によって発見された。遺跡は東西約300

ｍ、南北約500ｍと阪南市内では比較的大きい。遺跡の北部は調査件数が少な

いため詳細は不明であるが、中央部で行った00－2区と06－1区の調査では、古

墳時代中期の竪穴住居が各1棟確認された。南部では、平成9年に(財)大阪府文

化財調査研究センター(当時)が行った国道26号線(第2阪和国道)延長工事に先

立つ事前調査で、縄文時代後期から晩期の西日本最大級の土坑墓群が検出され

ている。また、遺跡の南部からは中世瓦が出土しているものの、寺院等に関連

する遺構は現在のところ確認されていない。

(１)16－２区（第49～51図）

調査区は向出遺跡の中央部に位

置する。調査区内に2ヶ所のトレン

チを設定し、全体で12.50㎡の調査

を行った。

基本層序は第1層耕作土、第 2層

10YR6/2灰黄褐色砂質土、第3層2.5

Y5/3黄褐色砂質土、第4層2.5Y4/4

オリーブ褐 色 風 化 礫 混 土 、第 5層

2.5Y4/2暗灰黄色礫混土、第6層7.5

Y5/1灰色風化礫混粘土で、第5層以

下は地山である。地山は地表面よ

り1トレンチでは－0.70ｍ、2トレ

ンチでは約－0.45ｍで検出した。

遺物は第2層から土師質土器、瓦

器、瓦質土器、青磁、焼締陶器、

陶器、中世瓦、第3層から土師質土

器、瓦器、瓦質土器、焼締陶器、

中世瓦、第4層から土師質土器、瓦

器、中世瓦が出土した。第2層は近

世期、第3・4層は中世期の層と思

われる。

遺構は1トレンチの地山面で落ち
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第49図 向出遺跡 調査区位置図第49図 向出遺跡 調査区位置図

第50図 向出遺跡16-２区 トレンチ位置図第50図 向出遺跡16-２区 トレンチ位置図



込みを検出した。落ち込みは深さ0.28ｍで西方向へ下がる。埋土は5Y4/2灰オ

リーブ色礫混粘質土で遺物は出土しなかったが、本調査で東西3.30ｍ以上、南

北3.20ｍ以上を測る土坑であることが確認され、遺物も須恵器、土師質土器、

瓦器、中世瓦、片岩が出土した。中世期の遺構である。

込みを検出した。落ち込みは深さ0.28ｍで西方向へ下がる。埋土は5Y4/2灰オ

リーブ色礫混粘質土で遺物は出土しなかったが、本調査で東西3.30ｍ以上、南

北3.20ｍ以上を測る土坑であることが確認され、遺物も須恵器、土師質土器、

瓦器、中世瓦、片岩が出土した。中世期の遺構である。
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第51図 向出遺跡16-２区 １・２トレンチ断面図第51図 向出遺跡16-２区 １・２トレンチ断面図



第６節 自然田遺跡

自然田遺跡は、男里川の支流であ

る菟砥川の右岸に位置し、昭和61(19

86)年度の民間開発工事に伴う調査で

発見された。その調査で遺構は検出

しなかったが、サヌカイト製の石器

や中世期の遺物が出土している。そ

の後の調査では、遺跡北部で遺構の

検出には至っていないものの中世期

から近世期の遺物が若干出土し、南

部の99-1区、05-1区では弥生時代後

期や古墳時代中期の竪穴住居を検出

している。また、99-1区からは、多

数のサヌカイト剥片とともにサヌカ

イト製石器が数多く出土している。

(１)17－１区（第52～54図）

調査区は自然田遺跡の中央部に位

置する。調査区の南部に2.0ｍ×1.3

ｍのトレンチを設定し、調査を行っ

た。

基本層序は第1層盛土、第2層耕作

土、第3層10YR5/6黄褐色礫混粘質土

の地山である。地山は地表面から約

－1.20ｍで検出した。

遺構は検出せず、遺物も出土しな

かった。

第６節 自然田遺跡

自然田遺跡は、男里川の支流であ

る菟砥川の右岸に位置し、昭和61(19

86)年度の民間開発工事に伴う調査で

発見された。その調査で遺構は検出

しなかったが、サヌカイト製の石器

や中世期の遺物が出土している。そ

の後の調査では、遺跡北部で遺構の

検出には至っていないものの中世期

から近世期の遺物が若干出土し、南

部の99-1区、05-1区では弥生時代後

期や古墳時代中期の竪穴住居を検出

している。また、99-1区からは、多

数のサヌカイト剥片とともにサヌカ

イト製石器が数多く出土している。

(１)17－１区（第52～54図）

調査区は自然田遺跡の中央部に位

置する。調査区の南部に2.0ｍ×1.3

ｍのトレンチを設定し、調査を行っ

た。

基本層序は第1層盛土、第2層耕作

土、第3層10YR5/6黄褐色礫混粘質土

の地山である。地山は地表面から約

－1.20ｍで検出した。

遺構は検出せず、遺物も出土しな

かった。

- 32 -- 32 -

第52図 自然田遺跡 調査区位置図第52図 自然田遺跡 調査区位置図

第53図 自然田遺跡17-１区 トレンチ位置図第53図 自然田遺跡17-１区 トレンチ位置図

第54図 自然田遺跡17-１区 トレンチ南側断面図第54図 自然田遺跡17-１区 トレンチ南側断面図



第７節 寺田山遺跡

寺田山遺跡は東西約140ｍ、南北約130ｍで、西部を菟砥川が南北に流れる。

縄文時代の石器の採取が伝えられ、また、東に臨む玉田山古墳群と関連も想定

されるが、これまでに調査例が少なく、遺跡の性格は不明である。

(１)16－１区（第55～57図）

調査区は寺田山遺跡の南部に位置する。調査区の南西部に2.5ｍ×1.2ｍのト

レンチを設定し、調査を行った。

基本層序は第1層耕作土、第2層床土、第3層2.5Y7/3浅黄色粘質土(マンガン

混)、第4層10YR6/6明黄褐色粘質土(マンガン混)、第5層10YR5/3にぶい黄褐色

砂礫混粘質土、第6層は2.5Y5/3黄褐色礫混粘土の地山である。地山は地表面よ

り約－0.60ｍで検出した。

遺物は第3層から土師質

土器、第4層から須恵器が

各1点出土したのみで、層

の時代を特定するには至

らなかった。

遺構は第5層上面で土坑

を1基検出した。土坑は東

西1.25ｍ、南北1.10ｍ以

上、深さ0.22ｍでトレン

チ外へ広がる。埋 土 は 5Y

3/2オリーブ黒色粘質土で、

土師器が出土したが、こ

ちらも小片のため時代の特

定には至らなかった。

第７節 寺田山遺跡

寺田山遺跡は東西約140ｍ、南北約130ｍで、西部を菟砥川が南北に流れる。

縄文時代の石器の採取が伝えられ、また、東に臨む玉田山古墳群と関連も想定

されるが、これまでに調査例が少なく、遺跡の性格は不明である。

(１)16－１区（第55～57図）

調査区は寺田山遺跡の南部に位置する。調査区の南西部に2.5ｍ×1.2ｍのト

レンチを設定し、調査を行った。

基本層序は第1層耕作土、第2層床土、第3層2.5Y7/3浅黄色粘質土(マンガン

混)、第4層10YR6/6明黄褐色粘質土(マンガン混)、第5層10YR5/3にぶい黄褐色

砂礫混粘質土、第6層は2.5Y5/3黄褐色礫混粘土の地山である。地山は地表面よ

り約－0.60ｍで検出した。

遺物は第3層から土師質

土器、第4層から須恵器が

各1点出土したのみで、層

の時代を特定するには至

らなかった。

遺構は第5層上面で土坑

を1基検出した。土坑は東

西1.25ｍ、南北1.10ｍ以

上、深さ0.22ｍでトレン

チ外へ広がる。埋 土 は 5Y

3/2オリーブ黒色粘質土で、

土師器が出土したが、こ

ちらも小片のため時代の特

定には至らなかった。
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第55図 寺田山遺跡 調査区位置図第55図 寺田山遺跡 調査区位置図 第56図 寺田山遺跡16-１区 トレンチ位置図第56図 寺田山遺跡16-１区 トレンチ位置図

第57図 寺田山遺跡16-１区 トレンチ平面・断面図第57図 寺田山遺跡16-１区 トレンチ平面・断面図



第８節 田山東遺跡

田山東遺跡は昭和63(1988)年度に阪南町教育委員会(当時)が行った埋蔵文化

財分布調査によって発見された遺跡である。その後の調査では、蛸壺、土錘等、

漁労関連の遺物や中国製の青磁、白磁等の輸入陶磁器が出土しているものの、

遺跡の詳細な性格は不明である。平成6(1994)年度、平成25(2013)年度の調査

では中世期の土師質真蛸壺焼成窯が検出されていることが特筆され、特に平成

25年度の調査では8基もの窯が検出された。

(１)17－１区（第58～61図）

調査区は田山東遺跡の東部に位置する。調査区内に2.3ｍ×1.6ｍのトレンチ

を設定し、調査を行った。

基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層10YR7/6明黄褐色砂

質土、第5層2.5Y7/2灰黄色砂質土、第6層10YR6/8明黄褐色粘質土(マンガン混)、

第7層7.5YR6/1褐灰色砂質土、第8層2.5Y6/2灰黄色砂混粘質土(マンガン混)、

第9層2.5Y7/4浅黄色砂混粘土で、第9

層は地山である。地山は地表面より

約－0.75ｍで検出した。

遺物は第4層から須恵器、土師質土

器、中世瓦、焼土塊、第5層から須恵

器、土師質土器、瓦器、中世瓦、鉄

釘、第7層から須恵器、土師質土器、

瓦器、土師質真蛸壺、第8層から1の

奈良時代の須恵器を検出した。第4～

７層は中世期、第8層は奈良時代の層

と思われる。

遺構は検出されなかった。

第８節 田山東遺跡

田山東遺跡は昭和63(1988)年度に阪南町教育委員会(当時)が行った埋蔵文化

財分布調査によって発見された遺跡である。その後の調査では、蛸壺、土錘等、

漁労関連の遺物や中国製の青磁、白磁等の輸入陶磁器が出土しているものの、

遺跡の詳細な性格は不明である。平成6(1994)年度、平成25(2013)年度の調査

では中世期の土師質真蛸壺焼成窯が検出されていることが特筆され、特に平成

25年度の調査では8基もの窯が検出された。

(１)17－１区（第58～61図）

調査区は田山東遺跡の東部に位置する。調査区内に2.3ｍ×1.6ｍのトレンチ

を設定し、調査を行った。

基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、第3層床土、第4層10YR7/6明黄褐色砂

質土、第5層2.5Y7/2灰黄色砂質土、第6層10YR6/8明黄褐色粘質土(マンガン混)、

第7層7.5YR6/1褐灰色砂質土、第8層2.5Y6/2灰黄色砂混粘質土(マンガン混)、

第9層2.5Y7/4浅黄色砂混粘土で、第9

層は地山である。地山は地表面より

約－0.75ｍで検出した。

遺物は第4層から須恵器、土師質土

器、中世瓦、焼土塊、第5層から須恵

器、土師質土器、瓦器、中世瓦、鉄

釘、第7層から須恵器、土師質土器、

瓦器、土師質真蛸壺、第8層から1の

奈良時代の須恵器を検出した。第4～

７層は中世期、第8層は奈良時代の層

と思われる。

遺構は検出されなかった。
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第58図 田山東遺跡 調査区位置図第58図 田山東遺跡 調査区位置図 第59図 田山東遺跡17-１区 トレンチ位置図第59図 田山東遺跡17-１区 トレンチ位置図

第60図 田山東遺跡17-１区 トレンチ西側断面図第60図 田山東遺跡17-１区 トレンチ西側断面図

第61図 田山東遺跡17-１区 出土遺物第61図 田山東遺跡17-１区 出土遺物
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所 収 遺 跡名 種 別 主な 時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物
特 記
事 項

尾 崎 海 岸
集落跡

生産遺跡
近世期 土坑

土師質土器、製塩土器、土師質
真蛸壺、陶器

馬 川 散布地
中世期～
近世期

土師器、須恵器、黒色土器、土
師質土器、瓦器、白磁、焼締陶
器、製塩土器、土師質真蛸壺
土師質有孔土錘、土師質有溝土
錘、中世瓦

馬 川 散布地 中世期

土師器、須恵器、黒色土器、土
師質土器、瓦器、青磁、焼締陶
器、製塩土器、中世瓦、サヌカ
イト片、スサ入り焼土塊

馬 川 散布地 中世期

弥生土器、須恵器、土師質土器
瓦器、青磁、製塩土器、土師質
真蛸壺、サヌカイト片、スサ入
り焼土塊

馬 川 散布地 中世期
須恵器、土師質土器、瓦器、中
世瓦、スサ入り焼土塊

馬 川 散布地
古墳時代
～中世期

掘立柱建物、
竪穴住居、土
坑、ピット、
溝

土師器、須恵器、黒色土器、土
師質土器、瓦器、瓦質土器、須
恵質土器、青磁、白磁、焼締陶
器、製塩土器、滑石製紡錘車
土師質真蛸壺、土師質管状土錘
土師質有孔土錘、中世瓦、和泉
砂岩製石器、サヌカイト片、砥
石、片岩、鉄釘、鉄滓、鞴の羽
口、スサ入り焼土塊、炭化木片

波 有 手 散布地 中世期 ピット
土師器、須恵器、黒色土器、土
師質土器、製塩土器、土師質有
孔土錘、中世瓦

鳥 取 南 散布地
中世期～
近世期

須恵器、土師質土器、近世瓦

向 出 散布地
中世期～
近世期

落ち込み
土師質土器、瓦器、瓦質土器
青磁、焼締陶器、陶器、中世瓦

自 然 田 散布地

寺 田 山 散布地 土坑 土師器、須恵器、土師質土器

田 山 東 散布地
奈良時代
～中世期

須恵器、土師質土器、瓦器、瓦
質土器、須恵質土器、土師質真
蛸壺、土師質管状土錘、中世瓦
鉄釘、焼土塊


